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大
阪
・
関
西
万
博

負
の
遺
産
増
や
す

矢
部
あ
づ
さ
代
議
員

　

大
阪
・
関
西
万
博
の
工
事

を
進
め
て
い
る
夢
洲
は
も
と

も
と
ゴ
ミ
捨
て
場
だ
っ
た
。

メ
タ
ン
ガ
ス
が
今
で
も
１
日

２
ト
ン
放
出
さ
れ
続
け
て
い

る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
学
校

遠
足
で
子
ど
も
た
ち
に
強
要

す
る
の
は
、
も
っ
て
の
ほ
か

　

１
月
26
日
、
24
〜
25
年
度
第
２
回
保
団
連
代
議
員
会
が
開

か
れ
、
協
会
か
ら
保
団
連
副
会
長
の
小
澤
力
理
事
長
、
代
議

員
の
平
尾
清
司
、
矢
部
あ
づ
さ
各
副
理
事
長
、
平
野
権
栄
理

事
と
事
務
局
が
出
席
し
た
。
本
代
議
員
会
は
、
第
51
回
定
期

大
会
後
の
活
動
の
ま
と
め
及
び
次
期
大
会
に
向
け
て
の
活
動

計
画
を
明
確
に
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
。
全

国
の
協
会
・
医
会
か
ら
発
言
が
寄
せ
ら
れ
活
発
に
議
論
さ
れ

た
。
大
阪
歯
科
協
会
か
ら
の
フ
ロ
ア
発
言
を
紹
介
す
る
。

り
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
負
の

遺
産
を
増
や
す
こ
と
は
問
題

だ
。
中
止
を
求
め
て
取
り
組

ん
で
い
く
べ
き
で
あ
る
。

大
学
に
通
っ
た
者
が

何
者
に
も
な
れ
な
い

平
尾
清
司
代
議
員

　

医
療
Ｄ
Ｘ
等
、
非
常
に
難

解
な
今
回
の
改
定
を
受
け
て

高
齢
の
先
生
方
は
閉
院
が
今

後
の
選
択
肢
の
一
つ
に
な
っ

な
い
と
い
う
の
が
１
０
０
０

人
程
毎
年
生
ま
れ
て
い
る
。

リ
タ
イ
ア
す
る
ベ
テ
ラ
ン
が

増
え
、
ル
ー
キ
ー
が
少
な
い

と
す
ぐ
に
で
も
歯
科
医
師
の

需
給
問
題
が
浮
き
上
が
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
。
厚
生

労
働
省
だ
け
で
な
く
文
部
科

学
省
と
も
、
懇
談
、
意
見
交

換
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
運
動

推
進
し
よ
う

平
野
権
栄
代
議
員

　

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
が

中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

き

た
「Don't 

Bank 
on 

the 
bomb

」（
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
、

核
兵
器
に
お
金
を
貸
す
な
）

運
動
は
、
２
０
１
９
年
の
開

始
以
来
、
目
覚
ま
し
い
前
進

を
遂
げ
て
い
る
。
昨
年
に
は

保
険
医
年
金
の
受
託
生
命
保

険
会
社
で
あ
る
大
樹
生
命
、

フ
コ
ク
生
命
、
明
治
安
田
生

命
と
懇
談
し
、
各
社
か
ら

「
核
兵
器
製
造
企
業
に
は
原

則
投
融
資
し
て
い
な
い
」
と

の
回
答
を
得
た
。
ぜ
ひ
保
団

連
共
済
部
で
も
Ｄ
Ｂ
Ｏ
Ｂ
運

動
を
位
置
づ
け
、
医
師
で
団

結
し
推
進
し
て
い
こ
う
。

「
ほ
し
い
人
材
が
こ
な
い
」

と
い
う
悩
み
の
一
方
、
多
く

の
求
人
票
は
求
職
者
目
線
に

な
っ
て
お
ら
ず
、
知
り
た
い

情
報
が
書
か
れ
て
い
な
い
た

め
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
い

る
と
指
摘
し
た
。
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
は

近
年
大
幅
な

リ
ニ
ュ
ー
ア

ル

が

図

ら

れ
、
マ
イ
ペ

ー
ジ
機
能
を
活
用
す
る
こ
と

で
多
く
の
情
報
を
記
載
で

き
、
求
職
者
に
リ
ク
エ
ス
ト

を
送
る
こ
と
も
で
き
る
。
仁

井
田
氏
は
こ
う
し
た
ツ
ー
ル

を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

で
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
、
有

料
の
媒
体
よ
り
も
面
接
や
採

用
に
至
る
実
績
が
あ
る
こ
と

を
合
わ
せ
て
紹
介
し
た
。

井
田
佳
之
氏
（
仁
井
田
社
会

保
険
労
務
士
事
務
所
）
が
講

師
を
務
め
、
24
人
が
参
加
し

た
。

　

仁
井
田
氏
は
、
事
業
者
の

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人
を

出
し
て
も
応
募
が
な
い
」
、

　

経
税
部
は
２
日
、
「
採
用

力
強
化
セ
ミ
ナ
ー　

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
１
２
０
％
活
用
術
」

を
開
催
し
た
。
社
労
士
の
仁

だ
。
万
博
は
前
振
り
で
あ

り
、
実
際
は
カ
ジ
ノ
を
作
り

た
い
が
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
作

て
い
る
。
一
方

で
２
月
に
は
歯

科
国
家
試
験
が

行
わ
れ
る
が
、

国
家
試
験
は
合

格
率
が
悪
す
ぎ

る
。
６
年
大
学

に
通
っ
た
者
が

何
者
に
も
な
れ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
マ
イ
ペ
ー
ジ
機
能
活
用

有
料
の
媒
体
よ
り
も
実
績
あ
り

経税部

万博・歯科国試・DBOB
協会からフロア発言

第２回保団連代議員会

　

高
額
療
養
費
の
患
者
窓
口

負
担
、
上
限
額
引
き
上
げ
の

中
止
を
求
め
ま
し
ょ
う
―
―

協
会
も
加
盟
す
る
大
阪
社
会

保
障
推
進
協
議
会
が
２
月
６

高額療養費制度見直し

大阪府歯科保険医協会の労働保険事務組合サービス

まずはお気軽にお問い合わせください。大阪府歯科保険医協会・共済部　☎06-6568-7731

労働保険 労災  ＋ 雇用　事務代行サービスのご案内
お役立ち①
事務の手間を削減
☞ 雇用保険の取得・喪失の際にハロー
ワークへの届け出を代行

☞ 毎年の労働保険料の計算・申告・納
付手続を代行

お役立ち②
特別加入制度
☞ 事業主や家族従業員も労災保険に特別に加入できます

お役立ち③
保険料を分割納付
☞保険料の額に関係なく年３回の分納が可能に

「中止してほしい」

街頭宣伝

矢部あづさ副理事長が発言
する代議員会の様子＝１月

26日、東京都内　　　　　

解説する仁井田氏＝２
月２日、Ｍ＆Ｄホール

宣伝の呼びかけに応じる市民
＝２月６日、京橋駅前　　　

春夏秋冬
　

政
府
は
今
月
18
日
、
２
０
２
５
年
以
降

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
閣
議
決
定
し

た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
供
給
と
と
も
に
環
境
へ
の
配

慮
な
ど
も
含
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
方

針
を
示
す
も
の
だ
。
３
年
に
一
度
見
直
さ

れ
、
改
定
さ
れ
る
。
今
回
決
定
し
た
も
の

は
第
７
次
と
な
る
が
、
日
本
は
２
０
３
０

年
度
時
点
で
温
室
効
果
ガ
ス
46
％
削
減

（
２
０
１
３
年
度
比
）
を
目
指
す
こ
と
を

閣
議
決
定
し
て
お
り
、
脱
炭
素
化
を
具
体

的
に
実
践
す
る
内
容
が
第
７
次
エ
ネ
基
の

任
務
だ
。

　

一
方
、
政
府
は
電
力
需
要
に
つ
い
て
は

増
加
す
る
と
い
う
見
方
を
し
て
い
る
。
Ａ

Ｉ
の
普
及
な
ど
に
伴
い
２
０
２
５
年
に
増

加
に
転
じ
る
と
い
う
の
が
政
府
の
言
い
分

だ
。
政
府
は
、
２
０
４
０
年
度
の
時
点
で

電
力
需
要
は
最
大
２
割
程
度
増
え
る
と

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
は
劇
的
に

減
ら
す
こ
と
を
目
標
と
し
て
策
定
を
進
め

た
。

　

結
果
、
政
府
が
出
し
た
第
７
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
は
、「
可
能
な
限
り
原
発

依
存
度
を
低
減
す
る
」
と
の
文
言
を
削
る

も
の
と
な
っ
た
。

　

基
本
計
画
で
は
電
源
構
成
を
ど
の
よ
う

に
目
標
設
定
す
る
の
か
が
重
要
だ
。
政
府

は
、
２
０
４
０
年
度
の
電
源
構
成
に
つ
い

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
主
力
電
源

と
し
て
最
大
限
導
入
す
る
」
と
位
置
づ
け

た
。
具
体
的
に
は
、
２
０
２
３
年
時
と
比

較
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
４
〜
５

割
へ
拡
大
し
た
い
と
し
て
い
る
。
再
エ
ネ

強
化
は
当
然
だ
が
、
原
発
も
２
０
２
３
年

時
８
・
５
％
か
ら
「
２
割
程
度
」
へ
拡
大

す
る
と
の
見
通
し
を
示
し
た
。

　

脱
炭
素
の
名
の
下
に
原
発
を
復
活
さ
せ

る
こ
と
は
到
底
許
さ
れ
な
い
。
原
子
力
の

放
射
能
汚
染
に
よ
っ
て
環
境
を
汚
染
し
自

然
を
破
壊
し
、
人
の
生
業
ま
で
奪
う
こ
と

と
、
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
っ
て
地
球
温
暖

化
が
進
む
こ
と
と
、
ど
れ
だ
け
の
違
い
が

あ
る
と
い
う
の
か
。
原
発
依
存
と
地
球
温

暖
化
抑
制
、
環
境
保
護
は
相
い
れ
な
い
。

　

原
発
の
低
コ
ス
ト
論
は
都
市
伝
説
で
あ

る
。
立
地
対
策
費
や
使
用
済
み
燃
料
の
処

分
費
用
は
莫
大
で
、
ひ
と
た
び
事
故
が
起

こ
れ
ば
賠
償
も
視
野
に
入
れ
ざ
る
を
得
な

い
。
経
済
学
者
と
し
て
長
年
原
発
の
経
済

性
を
批
判
的
に
研
究
し
て
き
た
龍
谷
大
学

の
大
島
堅
一
教
授
は
原
発
の
非
合
理
性
を

喝
破
し
て
い
る
。

　

来
月
で
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
14
年

目
を
迎
え
る
。
も
と
も
と
以
前
の
エ
ネ
基

に
原
発
依
存
度
の
低
減
が
盛
り
込
ま
れ
た

の
は
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え

た
も
の
だ
。
原
発
事
故
の
現
地
は
、
未
だ

「
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
」
下
に
あ
り
復

旧
と
は
程
遠
い
状
況
に
あ
る
。
事
故
炉
の

処
理
も
進
ん
で
い
な
い
。
汚
染
水
は
垂
れ

流
し
だ
。
原
発
回
帰
を
許
さ
な
い
14
年
目

の
振
り
返
り
が
必
要
だ
。

第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

原
発
回
帰
は
許
さ
れ
な
い

日
、
大
阪
市
内
で
街
頭
宣
伝

に
取
り
組
み
、
協
会
か
ら
矢

部
あ
づ
さ
副
理
事
長
（
大
阪

社
会
保
障
推
進
協
議
会
常
任

幹
事
）
、
江
原
豊
、
段
野
和

茂
各
理
事
と
事
務
局

が
参
加
し
た
。
街
頭

で
は
「
高
額
療
養
費

の
患
者
負
担
分
が
重

く
な
り
ま
す
が
ご
存

知
で
す
か
」
と
呼
び

か
け
る
と
、
「
中
止

し
て
ほ
し
い
」
な
ど

と
応
じ
る
市
民
の
姿

も
あ
っ
た
。

大阪府歯科
保険医協会

求人情報
サイト

会
員
限
定

▷協会ホームページから簡単申込
　掲載料は3カ月で1万円！
▷費用は掲載料のみ
　 スマホからの申し込みも可！
▷更新は毎月15日

詳細は☞ 大阪府歯科保険医協会 検索

時間も費用も
節約できる年間手数料年間手数料

11万２千円～万２千円～


